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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

① 団体名 静岡県裾野市産業振興部産業観光スポーツ課 

② 事業名 ヘルシーパーク裾野の利活用について 

③ 本事業の現在の検討ス

テージ 

 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

④ サウンディングの目的 ＜裾野市の概要＞ 

○ 本市は、静岡県の東部に位置し、東に箱根外輪山、西に愛鷹

連山と豊かな自然に囲まれており、気候は温暖で、東京からの

アクセスも 100km圏内と交通の便もよく、豊かな自然と産業

が調和したまちである。 

○ 雄大な富士山の眺望が一番の自慢で、稜線が美しく優雅で、

気品に満ちた四季折々の富士山の自然環境を活かした観光やレ

ジャーが盛んである。 

○ また、本市には、東名高速道路・新東名高速道路・国道 246

号・国道 469 号の主要幹線道路が東西南北に通っており、東

京方面・名古屋方面のどちらからでもアクセスしやすい場所で

ある。 

 

＜ヘルシーパーク裾野の概要＞ 

○ 日帰り温泉施設である当施設は、目の前に富士山を臨む良好

な眺望で、源泉かけ流しの浴槽を有している。これまでは市の

直営及び指定管理により、主に市民向けを対象に運営を行って

きたところ。 

○ 一方で、施設の開設から 23 年が経過し、設備更新等を行う

必要がある中で、温泉施設の運営自由度を高めることで、飲食・

物販等の魅力向上を図ること、スポーツ・観光施策の拠点とし

ての活用等を通じて、対象施設の収益性の向上を図りたいと考

えている。 

○ 特に、現行の指定管理による運営は、R9年度までを予定して

おり、R10 年以降は、建物の無償譲渡、コンセッション方式の

活用などにより、運営の独立採算化を図りたいと考えていると

ころ。このため、観光施設として民間活力導入の可能性や収益
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向上のための活用方法などをサウンディングし、事業化の手法、

条件等を検討するため、サウンディングを実施するもの。 

⑤ 民間事業者に対する質

問事項 

○ ヘルシーパーク裾野の方向性として、 

 ① 温泉施設の自由動を高め、 

 ② 停止しているバーでプール機能の再開 

○ 民間活力の手法として、建物の民間への無償譲渡又はコンセ

ッションの可能性を検討しているが、手法として適切であると

考えるか。また、無償譲渡又はコンセッションであれば、どち

らの手法がより適当であると考えるか（条件等によって変わる

のであれば、その条件等をお教えいただきたい） 

○ 本事業に参加するに当たって、重要と考える条件（大規模修

繕費の補助内容（負担額を含む）、コンセッションの場合には運

営権対価の金額等）をお教えいただきたい。 

○ R10 年に事業を開始する場合、投資判断までのプロセスや投

資判断に当たり、どの時点でどのような情報が必要と考えてい

るかをお教えいただきたい（追加的に必要となる情報等は何か） 

○ 現時点では、建物の無償譲渡、コンセッション方式の活用を

行う場合でも、借地の継続（年間 330 万円）を想定している

が、 

（無償譲渡）事業採算性の観点からは、民間事業者土地の購入を

行う方が望ましいかどうかをお教えいただきたい。 

（コンセッション）借地料相当額以上の運営権対価を想定してい

るが、適正であると考えるかをお教えいただきたい。 

○ プールゾーンは建築基準法上の特定天井に該当するため、現

在利用を停止している。集客及び客単価を上げるため、プール

ゾーンの再開や宿泊施設等への用途変更が考えられるが、どう

いった対応が考えられるか。 

○ ヘルシーパーク裾野の隣接地には 2ha ほどの余剰地（平坦・

芝生）が存在するが、民間収益事業の実施の有効性をお教えい

ただきたい。 

○ 利用料金は、自由に利用料金を設定できるとなった場合、い

くらが適正と考えるか。 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント     

7.運営（                       ） 

8.その他（温浴施設運営会社、ホテル・旅館業、観光事業者

等                   ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 
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２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 

 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

 

③想定する事業類型 1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（             ） 

④想定する事業の手法 

 

１.PFI事業（   ）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 、８.建物の賃貸借  

９.その他（建物の民間への無償譲渡） 

⑤事業内容 

 

○ ○ 日帰り温泉施設の運営及び管理 

※ ただし、施設改修を行い、宿泊可能な温泉施設、宿泊施設等

への転用も可。また、近接する余剰地（2ha）や閉鎖中のプ

ール部分を活用した収益事業の実施も可能 

○ ○ 余剰地等を活用した 

 

⑥ 現状及び課題 ○ 日帰り温泉施設である当施設は、目の前に富士山を臨む良好

な眺望で、源泉かけ流しの浴槽を有している。これまでは市

の直営及び指定管理により、主に市民向けを対象に運営を行

ってきたところ。 

○ 2001年にオープン以来、年間利用者数は、開館当初から 20

万人前後で推移していたが、コロナ禍により激減し、2023年

度は 10万人にとどまっている。 

○ 施設の開設から 23 年が経過し、設備更新等を行う必要があ

る。 

○ また、特定天井の問題でプールゾーンの営業は停止中であり、

プールゾーンとしての活用又は他用途に変更しての活用を行い

たいと考えている。） 

 

⑦前提条件 

 

○ 現行の指定管理による運営は、R9年度までを予定しており、

R10 年以降は、建物の無償譲渡、コンセッション方式の活用な

どにより、運営の独立採算化を図ることを目標としている。 

 

○ 現状の施設運営状況は以下のとおり。 



4 

 

 

施設

名称 

ヘルシーパーク裾野 

所在

地 

裾野市須山 3408 番地 

施設

規模 

敷地面積 19,900.3㎡ 

※土地所有者裾野市東富士農事組合（貸付料330万/年） 

延床面積 2,903.4㎡ 

構造

／階

数 

鉄筋コンクリート造地上 1 階、地下 1階 

竣工

年 

平成 13年（2001 年）4 月 

主要

諸室 

浴槽（内風呂２基・露天風呂２基・家族風呂１基・サウ

ナ２室）、レストラン、売店、休憩室、屋外足湯、事務所、

駐車場ほか 

※バーデプールは特定天井の改修を行わなければ、使用

不可 

運営

方法 

•指定管理 

H30（2018）年 4 月～R4（2022）3 月(一財)裾野市

振興公社 

R4（2022）年 8 月～R7（2025）年 3 月㈱富士開発 

備考 ○ 市街化調整区域であるが、隣接地（2ha）は宿泊施

設等の建設が可能（建蔽率 60％、容積率 200％。都

市計画法第 34 条の 2により、周辺余剰地も含めて、

建築物の建設可能。 

○ 休止中のプールゾーンについて、必要な工事を行っ

たうえで、プールゾーンとしての活用や、宿泊施設や

その他用途へ変更することは可能。 

○施設名「ヘルシーパーク裾野」は変更可能 

○源泉は温浴施設の北側約 0.9ｋｍにあり、パイプライ

ンで送水している。 

○温泉水に塩分を含むため、3 年に 1回程度、汲上ポン

プを更新する必要がある。 

 

 

利用状況・・・開館当初から 200 千人前後で推移しているが、コ

ロナにより激減し、令和 5 年度は 104千人。市外比率は 6割

程度で、5月、8月の行楽シーズンに増える傾向あり。 

 

収支の概要・・・表を掲載 
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利用料金・・・表を掲載 

⑧事業スケジュール 

（予定） 

○令和７年３月 現指定管理期間終了 

○令和７年４月 次期指定管理期間開始 

○令和７年度  施設方針検討・決定 

○令和８年度  公募・事業者決定 

○令和９年度  移行準備期間（工事等） 

○令和 10 年４月 新たな運営形態での営業開始 

（２）対象地  

① 所在地（交通情報含む） 静岡県裾野市須山３４０８ 

（東名裾野ＩＣから車で約 10 分、東海道新幹線「三島駅」から

車で約○○分） 

② 敷地面積 19,900 ㎡ 

③ 土地利用上の制約 ○市街化調整区域 

○法第 34 条 2 号に定める「観光資源等」に指定（対象施設の存

する敷地から 500ｍ以内の開発可） 

○建蔽率 60％、容積率 200％ 

④ 所有者 （建物）裾野市 

（土地）農事組合法人 裾野市東富士農事組合 

※ 市が借地料を支払い建物を設置 

⑤ 周辺施設等 ○周辺にはキャンプ場やスポーツ施設が立地 

○富士サファリパーク、スノーパークイエティ、遊園地ぐりんぱ

など市内の観光施設が周辺に立地 

○トヨタのウーブン・シティが最寄駅のＪＲ御殿場線「岩波駅」

近くに立地 

⑥対象地周辺の環境 ○富士山の眺望が自慢 

○キャンプ場が多い 

○農振農用地（青地農地）の芝畑が多い。 

○周辺に民家なし 

⑦その他 ○裾野市は東京から車で 1.5 時間（90 ㎞） 

○新幹線駅のＪＲ三島駅から市街地までＪＲ線を乗り継いで 30

分、車で 15分 

○周辺市町は観光地が多く、御殿場市、箱根町、伊豆地域が隣接 

○道の駅の整備を進めている 

○ウーブン・シティの建設にあわせ、最寄駅であるＪＲ御殿場線

「岩波駅」周辺整備を進めている 

○裾野市ではスポーツ合宿誘致などスポーツツーリズムを推進し

ており当施設周辺にもトレーニング環境がいくつかあるため、ト

レーニング後の疲労回復として温泉利用や、宿泊施設があること

で合宿利用も期待される。 
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■ 添付資料 

⚫ 添付資料 1：裾野市の概要 

⚫ 添付資料２：ヘルシーパーク裾野の現状 

⚫ 添付資料３：ヘルシーパーク裾野の課題 

 

 


